







にこの課題の解決に努めた結果,旧 三学科はすでに久 しくほぼ学部 とし
内実を備えるにいたっていたのであるが 文部省がいわゆる新増設
捌 にわが法経学部を大規模な改組転換の最初のケースとして認めたのも
、ためであった ,学 部分離はこのような一連の努力が結実 したこと
味している。 しか しそれはまた一層充実 した教学 ・研究体制を確立する




、ころで複合学部 としての法経学部の解消にともない,旧 来の 『法経論
もそれぞれの学部に独自の学術誌 として装いを新たにすることになっ
経済学部では,新 しい酒 を新 しい皮袋に貯 えるべ く紀要の名称 を 『経










・121合併号 としたのはこのような経緯 を考慮 したためであるXO














経済学部長 武 田 信 照
※ 『法経論集』は第40号か ら 「法律編」 と 「経済編」の二編に分かたれ,
後者は第69号よ り 「経済 ・経営編」 と改称 された。さらに第87号か らは
「法律編」,「経済 ・経営編1」 お よび 「経済 ・経営編II」の三つの編に分
かれた。『経済論集』が継承するのは,直 接 的には 「経済 ・経営編1」 で
ある。
